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平成３０年度事業報告 

平成３０年度は全国的に自然災害が多い年となり、特に豪雨災害に見舞われました。被災

された地域では、社会福祉協議会が行政及び関係機関と連携を図り、災害ボランティアセン

ターを開設し、被災地の支援ニーズ把握やボランティアの受入れ、調整、マッチング活動を

支援する活動が多くみられました。こうした中、新庄市内でも８月に豪雨災害により、床上

床下浸水の被害がありましたが、災害規模が小さく、災害ボランティアセンターを設置する

までには至らない状況でした。近隣の戸沢村では被害が大きく、災害ボランティアセンター

を設置することになり、県社協を始め、県内市町村の社協職員がセンター運営の支援をし、

本会でも延べ１３日間の職員派遣を行ないました。 

また、全国的にも課題となっている人口減少、高齢社会、核家族化の進行に伴い、本会事

業にも少なからず影響が起きているのが現状ですが、本会は地域福祉の中心的な役割と使命

を認識しながら各事業を推進してまいりました。 

もみの木訪問介護事業では、平成２９年度から開始された介護予防・日常生活支援総合事

業による介護報酬の単価の見直し、利用者の施設入所、入院等の理由により、介護報酬が年々

減額となっております。介護員の労働力も不足している中、職員が一丸となり、高齢者や障

がい者が在宅で安心して自立した日常生活を営むことができるよう事業を実施しました。 

もみの木介護支援事業所では、関係機関・多職種との連携を図り、利用者の心身の状況や 

生活環境、利用者・ご家族の希望に沿ったケアプランを作成し、可能な限り住み慣れた地域

で在宅生活ができるよう支援いたしました。 

放課後児童健全育成事業では、４箇所の学童保育所で事業を運営しておりますが、共働き

家庭が増えており、利用する児童が年々増加しています。また、アレルギー体質や服薬等、

特別な支援が必要な児童も増えている中、保育士等専門的資格の人材不足という課題はあり

ますが、行政と連携しながら、支援員の積極的な研修参加に取り組み、事業の充実を図りま

した。 

地域包括支援センターでは、高齢者やそのご家族が安心して生活できるよう相談対応を行

い、助言や適切なサービス及び関係機関への繋ぎの支援を実施しました。高齢者虐待、ケア

マネジャーが抱える困難事例等、より専門的な対応が必要な場合においても適切な支援を実

施しました。介護予防においては、利用者が要介護状態になるのを防ぐため、主体的に介護

予防に取り組めるよう適切なケアマネジメントを実施しました。また、医療と介護の連携や

ケアマネジャーとの連携体制づくりのため、自立支援型地域ケア会議を開催し、自立支援型

のケアマネジメントの普及、地域支援ネットワークの構築を図りました。認知症施策では、

オレンジカフェ（認知症カフェ）や認知症サポーター養成講座の開催を通して、認知症につ

いての正しい知識の普及を図りました。生活支援の体制整備においては、いきいき百歳体操

等の通いの場の立ち上げ支援、地域の担い手の育成を図りました。 

また、本会の財務状況を明らかにするため、「新庄市社会福祉協議会財政計画」を作成し

ました。自主財源である社協会費や共同募金配分金収入、収益事業である介護保険収入が減

少傾向にある中で、社協事務所や老人福祉センター建物の老朽化による耐震補強や改修等も

中長期的に検討していかなければなりません。難しい課題ではありますが、安定した自主財

源を確保するため、今後も経営努力を行ないながら行政と協議してまいります。                                                  

最後になりましたが、各種事業にご支援ご協力をいただきました関係各位に感謝申し上げ、 

平成３０年度主要事業につきまして、次のとおりご報告いたします。 
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【法人・地域福祉事業】 

１．役員会等運営事業  

（１）理事会の開催 

◇第１回理事会           平成３０年 ５月２５日（金） 出席理事１３名 

                            出席監事 ２名 

◇第２回理事会           平成３０年１１月１２日（月） 出席理事１４名 

出席監事 ２名 

◇第３回理事会           平成３１年 ３月１９日（火） 出席理事１５名 

                              出席監事 ２名 

 

 （２）評議員会の開催 

   ◇第１回評議員会         平成３０年 ６月１２日（火） 出席評議員２０名 

                               出席監事   １名 

   ◇第２回評議員会         平成３０年１１月３０日（金） 出席評議員２３名 

   ◇第３回評議員会     平成３１年 ３月２８日（木） 出席評議員２３名 

 

（３）監査の開催 

   ◇第 1回監査  平成３０年  ５月１４日（月）  出席監事２名（平成 29年度分） 

◇第２回監査  平成３０年１１月２１日（水）  出席監事２名 

  

 （４）委員会の開催 

   ◇評議員選任・解任委員会  平成３０年 ５月２８日（月）  出席委員 ５名 

◇老人福祉センター運営委員会 平成３０年  ６月１８日（月）  出席委員 １０名 

    ◇歳末たすけあい配分委員会  平成３０年１２月１２日（水）  出席委員 ８名 

   ◇新庄市たすけあい金庫 

     新庄市善意銀行運営委員会  平成３０年１２月１２日（水）  出席委員 ８名 

  ◇表彰選考委員会          平成３１年  ２月１５日（金）  出席委員 ５名 

    

 （５）その他 

   ◇市定例監査   平成３０年 ６月２７日（水） 市監査委員 

◇会計訪問指導   平成３０年 ５月 ７日（月） 髙山税理士 

     平成３０年  ９月１８日（火） 髙山税理士 

        平成３１年 １月２８日（金） 髙山税理士 

   ◇労働基準監督署調査    平成３０年１０月３０日（火） 新庄労働基準監督署 

   ◇県社協ヒアリング     

     （地域福祉事業関連）平成３０年１１月１３日（火） 県社会福祉協議会 

 

２．事務局運営事業 

   関係機関及び団体との連携 

 

  ◇第６８回 山形県・県民福祉大会   

平成３０年１１月２０日（火） 天童市市民文化会館 

メインテーマ「住民が主体となり 誰もが心豊かに暮らせる 地域福祉の確立」 

     講演 「いのちのバトンタッチ」 青木新門 氏   

   

① 行政(新庄市)との連携   

       ・事業運営に関し、所轄庁としての助言・指導をいただきました。 

・社会福祉協議会事業の情報の共有に努め、市の広報紙等に掲載協力をいただきまし 

た。        

      ・社会福祉協議会運営費、老人福祉センター運営費・修繕費への補助をいただきまし 

た。 
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      ・地域包括支援センター運営事業、要介護認定調査、放課後児童健全育成事業(中央・ 

日新・北辰・萩野)、地域活動組織育成支援事業、福祉バス運行管理事業、敬老会支 

援事業を委託事業として実施しました。 

    ・福祉サービス利用援助事業、貸付事業等の制度・サービスの運営における要援護者 

の支援を連携して行ないました。 

     

 ②区長協議会との連携 

       ・社会福祉協議会の協力員として、常に市民の先頭に立ち地域福祉・高齢福祉事業及び共

同募金事業などの普及活動や啓蒙、広報紙の配布、会費･募金の徴収等幅広く協力をい

ただきました。 

 

 ③民生委員児童委員協議会との連携 

       ・社協の各種事業を進めるうえで、ニーズの把握や情報提供にご協力いただきました。 

        ・生活福祉資金貸付事務事業では、低所得者世帯の更生を図るため、指導や意見、対

象世帯の見守りを行なっていただきました。 

    ・２区の定例会に参加し、愛のひと声運動、歳末たすけあい運動に関する事業説明を

行ないました。 

       ・歳末たすけあい募金の配分実施では、対象世帯の調査及び配布のご協力をいただきました。 

    ・新庄市民生委員児童委員研修会へ参加し、民生委員の見守りに活用できる社協の事業の情 

報提供を行ないました。 

      

④県社会福祉協議会との連携 

         ・生活福祉資金貸付事業・福祉サービス利用援助事業を委託事業として実施しました。 

・社会福祉関連事業を進める上で指導、意見をいただきました。 

   

⑤関係諸団体との連携 

・各婦人会、老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、更生保護女性会やその他の関

係諸団体と、共同募金活動、ワナゲ大会等、各事業において連携とご協力をいただ

きました。 

 

  （事業効果等） 

各機関、団体のご指導・ご協力により、円滑な社協事業の運営が図られた。 

 

   新庄市社会福祉協議会財政計画の作成（計画期間：平成 30年度～32年度） 

    本会の事業を推進していく上で、安定した財源の確保が必要になります。財務状況を明ら 

かにし、安定した事業運営に取り組んでまいります。 

 

３．会  費 

   会費の納入に理解を求めるとともに、納入の便宜を図るため金融機関（新庄信用金庫・新庄 

市農協・もがみ中央農協）での振込を促進しました。 

また、６月下旬の５日間の期間、市役所内で行う各種会費等の集中受付に同席し、社協窓口を

設け、納入の簡便化に努めました。 

 

   集中受付期間 ６月２５日～２９日     期間中社協会費納付地区数 １７１町内 

 

平成３０年度実績額 前年度実績額 前年度比較 対前年比 振込利用件数 

７,９１３,９００円 ７,９３６,４００円 △22,500円 ９９.７２％  １１件 
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（課題等） 

会費の納入率が低下傾向にあり、社協事業への理解・協力を求める為、行事開催度に、参加 

者に対して事業周知を行なうことを継続する。 

 

４．実習生の受入れ 

   専門的な知識や実践力の高い人材の育成のため、将来の福祉を担う資格取得を目指す学生等 

の受入れを行ないました。 

 （事務局） 

 【社会福祉相談援助実習】 

  社会福祉士国家資格の受験資格を取得するための専門知識・援助技術を現場での実践にお 

いて主体的に学ぶものです。 

  東北福祉大学学生１名        受入期間 平成３０年 

                         ５月２８日（月）～６月２８日（木） 

 （訪問介護事業所） 

 【訪問介護実習】 

  東北文教短期大学学生１名      受入期間 平成３０年 

                         ８月７日（木）～８月８日（水） 

  東北文教短期大学学生１名      受入期間 平成３０年 

                         ８月９日（木）～８月１０日（金）  

（介護支援事業所） 

 【介護支援専門員実務研修実習】 

   実習生１名             受入期間 平成３１年１月２５日（金） 

                              １月２８日（月） 

                              ２月 １日（金）午後のみ 

                              ２月 ４日（月）午前のみ 

（地域包括支援センター） 

 【社会福祉相談援助実習】 

   

 東北福祉大学学生１名        受入期間 平成３０年 

                         ５月２８日（月）～６月２８日（木） 

 

 【認定看護管理者教育課程セカンドレベル施設実習】 

  実習生１名                  平成３０年１０月２６日（金） 

 

（事業効果等） 

実習の受け入れを通して、専門的人材の育成が行なわれたとともに、業務を振り返り社協 

   事業の専門性を再確認する良い機会となった。 

 

５．職員研修 

   既に行なっている個々の専門職としての知識・技術を高めるための継続的な研修の他に、危 

機管理対策として職員研修を行ないました。 
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   交通安全講習会 

    夕暮れ時の走行の注意点や最近の交通事故の原因等を新庄警察署の職員を講師に迎え、「交 

通安全講習会」を開きました。 

 日  時：平成３０年１１月２６日（月）１３時１５分～１４時１５分 

   場  所：社協３階会議室   

   参加人数：２２名 

 

６.各種表彰該当者の推薦 

第６８回山形県・県民福祉大会 

    社会福祉の分野で顕著な御功績があった方に対し、その功を称え山形県及び山形県社会福 

祉協議会から表彰状が贈られました。 

 平成３０年１１月２０日（火） 天童市民文化会館 

 《県知事表彰》                          （敬称略・順不同） 

民生委員・児童委員功労者   三浦 美栄子 

共同募金運動奉仕者      奥山 仁兵衞  佐藤 茂安 

               中山 幸子   福井 栄子   

     

社会福祉事業従事者      阿部 綾子  （友愛園） 

               佐藤 美紀  （双葉荘） 

               中島 幸子  （双葉荘） 

《山形県・県民福祉大会会長表彰》 

民生委員・児童委員功労者   仙台 栄治 

 一般社会福祉事業関係功労者  中島 美果  （双葉荘） 

                松田 美佐子 （身体障害者福祉協会） 

                中山 幸子  （更生保護女性会） 

                佐々木千代子 （更生保護女性会） 

                大黒 千惠子 （更生保護女性会） 

                奥山 嘉代子 （更生保護女性会） 

                木村 博子  （更生保護女性会） 

                                       

７．福祉教育の推進 

   高齢者や児童との関わりを通して、青少年期に支え合い意識の向上を学ぶことを目的とし 

ています。 

     

  【除雪体験】 

学  校  名 実  施  日 生  徒 教  師 

八向中学校 平成３１年１月２８日（月） ２１名 ６名 

新庄中学校 平成３１年２月 ８日（金） １０名 １名 
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山形県立農林大学校 平成３１年２月２０日（水） １０名 ２名 

 

  【施設体験】 

    ①山形県教育委員会発行の「ＹＹボランティビューロー」を通じて、夏休み・冬休み期 

     間等のボランティア体験を募集し、活動につなげました。 

    （日新放課後児童クラブ） 

      実施日 平成３０年８月２日（木）           神室産業高校生徒１名 

    ②明倫中学校からのボランティア体験の相談を受け、施設と連携し、活動場所をコーディ 

ネートしましたが、大雨の影響で中止となりました。 

  （事業効果等） 

    生徒が、高齢者や児童等、支援が必要な方に対して、地域で支えあう大切さを学んだ。 

    学校側からの協力依頼が増えたことから、今後の推進体制が構築された。 

 

８．福祉サービス利用援助事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   判断能力の低下により、福祉サービス利用の手続きや金銭管理等が困難な方につき、手続 

  き・支払等の代行支援を行ないました。 

 

  最上管内利用件数 ３８件（前年度 44件）内、新規契約締結件数 １０件、解約件数 １６件 

  平成３０年度相談件数 ４６２件（前年度３９１件） 

〈最上管内利用件数内訳〉                   

 新庄 金山 鮭川 大蔵 

件数 ３５ ２ １ ０ 

 

（事業効果等） 

グループホーム等の入所者や精神・知的障がい者の利用者が増加している。福祉行政、地 

域包括支援センター、障害者相談支援センター、福祉関係事業所等との連携が密に図られた 

効果的な支援が行なわれた。 

 

 

９．生活福祉資金貸付事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   低所得者世帯等の経済的自立と教育支援を図るため、貸付を実施しました。滞納者に対し 

  ては、償還指導、相談援助を行ないました。 

 

  〈平成３０年度貸付内訳〉 

資 金 種 類 件 数 貸 付 金 額 

総合支援資金 
生活支援費 ０ 件 ０ 円 

一時生活再建費 ０ 件 ０ 円 

福 祉 資 金 
福   祉   費 ４ 件 ２,８７６,０００ 円 

緊急小口資金 ２ 件 ２００,０００ 円 

教 育 支 援 資 金 １ 件 ２,６６０,０００ 円 

合 計 ７ 件  ５,７３６,０００ 円 
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（事業効果等） 

例年に比べ相談及び貸付件数は減少した。福祉行政・生活自立支援センター・民生児童委員 

など関係機関と連携を密にして、包括的に相談支援することができた。 

 

１０．地域活動組織育成支援事業（地域ふれあいサロン事業 市委託事業） 

 閉じこもりや、介護予防を目的として地域サロンの立ち上げや活動の助言等の支援を行な 

いました。 

   

  ◇サロン活動の実施状況 

 開 催 地 区 実施回数（回） 参加人数（名） 

1 仁 田 山 １２ ９６ 

2 下 金 沢  ９ １２９ 

3 金 沢 新 町 ２４    ２２６ 

4 柏  木  山 １０  ８７ 

5 泉 田 １２ １６１ 

6 本 合 海 ２１ １７１ 

7 老人福祉センター １３ １３０ 

8 あ た ご  ７  ８４ 

9 円 満 寺  １０  ６１ 

10 本 宮 一 区 １９ ２３０ 

11 桜 通 り 東 １０ １２７ 

12 野 際  １２ １００ 

13 八 向     １３    １５８ 

14 西 町     １１  ５６ 

15 千 門 町 ２４    ２７６ 

16 東 山 １０  １１７ 

17 松 枝 １１  １２８ 

18 上 西 山 １２  １４０ 

19 下 仲 町  ９   ８４ 

20 若 葉 中 央 １０  ６２ 

21   上 仲 町 １０  ５６ 

22 吉 袋 １２  ２４７ 

23 鳥 越 １４  １６３ 

24 栄      町 ２３  ３２６ 

25 滝   の   倉 １２   ９８ 

26 金沢・松本・本合海 １９  ２３３ 

27 梨   の   木 １７  １３８ 

28 若   葉   東 １０  ７５ 

 合 計 ３７６ ３,９５９ 
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（事業効果等） 

    今年度は５地区のサロンが立ち上がり、代表者と立ち上げに向けての協議や活動につ 

いての必要な支援を行ないました。また、地域包括支援センターの生活支援コーディネ 

ーターと「いきいき百歳体操」を実施している地域にサロンを活用できる取り組みを行 

いました。 

 

  ◇地域ふれあいサロン交流会 

サロン活動を活性化するため、他地区サロンとの交流や情報交換の場として、「地域ふ 

れあいサロン交流会」を実施しました。 

   日  時：平成３０年１１月１６日（金）９時３０分～１１時４５分 

   場  所：新庄市民プラザ 小ホール 

   参加人数：４８名（１５サロン） 

   内  容：１.脳力アップ体操教室 

          「認知症予防の話、脳トレ、ストレッチ等でリフレッシュしましょう」 

        ２.情報交換会 

   講  師： 健康運動指導士 古瀬 崇 氏 （㈱スポーツクラブ天童） 

 

１１．福祉バス管理事業（市委託事業） 

    市の委託を受け、福祉バスの運行管理を行ないました。 

利 用 団 体 件数 社 協 事 業 件数 

老 人 ク ラ ブ １２ 

地域活動組織育成支援事業 

（地域ふれあいサロン事業） 

 

１７ 

障 が い 者 団 体 等 １６ 

民 生 委 員 児 童 委 員 １３ 

福 祉 関 係 団 体 １０ 

高齢者団体（スポーツ） ２ 

児 童 関 係 団 体 ７ 

行     政 １２ 

そ  の  他 ８ 

合     計 ８０ 合     計 １７ 

  

（事業効果等） 

多くの福祉関係団体が安全に利用できるように、新庄市福祉バス運営要綱に基づき実施した。 

 

１２．敬老会支援事業（市委託事業） 

    市の委託を受け、敬老会開催地区について開催費用の一部を助成しました。 

 開催地区 １４地区 参加者 ７４７人 

 補助金額 ５８９,０３８円  

 

 （事業効果等）助成対象経費を整理し助成することにより、敬老会の内容の充実が図られた。 
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１３．新庄市たすけあい金庫事業 

    平成２２年度以降、貸付件数がないことから、今年度で事業を廃止しました。通帳の残金 

は、同じ貸付事業である善意銀行に繰入し活用します。 

 

１４．新庄市善意銀行事業 

    ３０，０００円を限度に生活困窮者世帯に貸付を行ないました。 

 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 

現

年

度 

払出 
件数 １件 ０件 ０ 

金額 ２０,０００円 ０円 ０ 

貸付 
件数 １３件 ２１件 ６１.９０ 

金額 ２６５,０００円 ５３２,０００円 ４９.８１ 

未償還 
件数 ４件 ７件 ５７.１４ 

金額 ５５,０００円 １４９,０００円 ３６.９１ 

全

体 
未償還 

件数 ２０件 ２５件 ８０.００ 

金額 ３７２,０００円 ４５２,５００円 ８２.２０ 

  

（事業効果等） 

一時的な支出や生活費が不足し、急を要するケースにフードバンク等を活用し、迅速かつ 

柔軟に対応した。滞納者については、電話や訪問による償還指導を行った。生活困窮者の自 

立に向けた相談が多いため、生活自立支援センターもがみと連携して相談対応を行なった。 

 

〈参考〉貸付年度別未償還件数 

年

度 
Ｈ２０ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ 合計 

件

数 
１ ２ ２ １ １ ６ ３ ４ ２０ 

  

◇フードバンクの提供 

  ３０年度は生活自立支援センター、行政等の関係機関と連携し、新庄市内の１５世帯に食品を 

提供いたしました。 

 

１５．放課後児童健全育成事業（市委託事業） 

    市の委託を受け、市内４ヶ所の学童保育所を運営しました。 

     中央学童保育所（堀端町）    日新放課後児童クラブ（松本） 

     北辰学童保育所（北辰小学校内） 萩野放課後児童クラブ（萩野学園内） 

 

施設 対象学区 職員数 
年間開所 

日  数 
定員 

利用児童数（名） 

年間利用者数 年度当初 年度末 
１日あたり

利用人数 

中央 新庄・沼田 ４名 ２８５日 ６０名  １１,７４９ ５９ ５６ ４１ 

日新 日   新 ７名 ２８６日 ８０名 １５,５８５ ７９ ６８ ５４ 
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北辰 北   辰 ２名 ２８７日 ２５名   ４,４０９ ２４ １６ １５ 

萩野 萩   野 ３名 ２８５日 ４０名   ６,９５７ ４０ ３７ ２４ 

 

 （事業効果等） 

子育て推進課より講師を迎え、応急手当研修会を開催し、打撲や擦り傷などの対処法を学び 

  ました。また、県内、市内の研修に積極的に参加し、職員のスキルアップを図りました。 

  (課題等)     

中央学童保育所と日新放課後児童クラブの建物が老朽化しているため、修繕が必要な場合は、

子育て推進課に報告し、子ども達が安全に過ごせる環境整備に努めました。 

 

１６. 連絡調整育成指導事業 

    下記の団体に補助金を交付しました。 

 

団 体 名 内 容 等 金額（円） 

新庄市戦没者遺族会 
戦没者遺族者活動事業への支援 

(市補助金218,000円) 
２１８,０００ 

新庄市民生委員児童委員協議会 調査協力費の交付 ５６,０００ 

新庄市更生保護女性会 青少年非行防止等事業への助成 ４３,０００ 

   

共同募金配分(地域福祉活動車両整備事業 共同募金70周年記念事業)により、車輌を購入しました。 

団 体 名 内 容 等 金額（円） 

新庄市社会福祉協議会 車 輌 購 入 費 １,０００,０００ 

 

     

がついている事業は共同募金の配分金で実施している事業です。 
   
 

１７.   企画・広報・情報事業（共同募金配分金事業） 

 （１）広報紙「社協だより」の発行 

   ◇第３６号  平成３０年 ７月発行 全戸配布 

      ◇第３７号  平成３０年１１月発行 全戸配布 

   ◇第３８号  平成３１年 ３月発行  全戸配布 

 

（事業効果等） 

社会福祉協議会の事業内容や福祉情報、地域福祉活動を幅広く掲載し、市民の地域福祉活 

動への関心をより高めるとともに、各種情報の提供を行なうことができた。 

 

 （２）ホームページの運営 

   ◇ホームページの更新   

  （事業効果等） 

社会福祉協議会の事業や活動について、市民の皆様に多くの情報を提供し、広報の啓発を 

図ることができた。 

 

１８．  助成金事業（共同募金配分金事業） 

   下記の団体との協働を図り、その活動を援助するため負担金等の助成をしました。 

事業実施福祉団体 内 容 等 金額（円） 
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新庄市身体障害者福祉協会 障がい者スポーツ振興への助成 ２８,０００ 

新庄市手をつなぐ育成会 レクリエーション大会参加等事業への支援 ３６,０００ 

社会を明るくする運動推進委員会 少年犯罪・非行の防止、更生援助への支援 ２８,０００ 

  （事業効果等）各団体においての事業の推進を図った。 

 

１９．  社会福祉協議会表彰等事業（共同募金配分金事業） 

 （１）社会福祉協議会表彰 平成３１年３月７日（木） 社会福祉協議会３階会議室 

    社会福祉事業に多大な貢献のあった個人・団体に対し、その功を称え表彰を行ないました。 

 ◇ 会長表彰受賞者 ８名 

    《民生委員児童委員功労者》                    

   星川 征和  髙橋 保廣  阿部たきの  中山 幸子  阿部 強  茂野 宏 

  《一般社会福祉事業関係功労者》                 

     林 真由美   （新寿会職員） 

  宮城 節子   （身体障害者福祉協会役員） 

 ◇ 会長感謝状 ４団体 

     新庄歌謡振興会 

     新庄さくら歌謡愛好会 

     新庄べにばな歌謡サークル 

     新庄カラオケ振興会                     （敬称略・順不同）                                     

（事業効果等）顕彰により更なる研鑽・貢献が期待できる。 

 

（２）敬老祝い品の贈呈 

    長寿の方々に会長の祝詞を添え、祝い品の贈呈を行いました。 

      白寿対象者    １７名 （男   ５名    女  １２名） 

      米寿対象者   ２７０名 （男 ８４名   女 １８６名） 

   （事業効果等）祝い品の贈呈により、長寿の方への尊敬・感謝の想いを示した。 

 

２０．  心配ごと相談事業（共同募金配分金事業） 

  ◇弁護士相談 新庄ひまわり基金法律事務所  千葉剛志弁護士                         

                   毎月第３週木曜日（午後１時３０分～午後４時） 

  ◇一般相談 （社協職員対応） 平日（午前８時３０分～午後５時１５分） 

 

相談内容 弁護士相談 相談内容 一般相談 

借金・多重債務 ９ 件 生    計 ３１ 件 

離    婚 １１ 件 高齢者・介護 １ 件 

遺 言 ・ 相 続 ９ 件 障  が  い ４ 件 

近隣トラブル ２ 件 除     雪 ３ 件 

財産・不動産 ８ 件 ボランティア ３ 件 

高齢・障がい ２ 件 そ  の  他 ５ 件 

労 働 ２ 件   

消 費 者 ０ 件   
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苦 情 ０ 件   

そ  の  他 ５ 件   

合    計 ４８ 件 合    計 ４７ 件 

 

 （事業効果等） 

弁護士相談は、法的な対応を要する問題の解決に向けての方向性を示し、適切なアドバ 

イスを行なっていただいた。一般相談は、生活困窮や生活設計に関する相談が多く、福祉 

行政、生活自立支援センター・民生児童委員・山形県社協などの関係機関と連携して、相 

談者の自立に向けて迅速かつ包括的な支援を行なうことができた。 

 

２１．  援護事業（共同募金配分金事業） 

  災害被災者・交通遺児への支援 

   ・市環境課のご協力をいただき、小学生から高校生までの交通遺児に激励金を支給しました。 

    

 対 象 世 帯 金   額   (円) 

災 害 見 舞 金 ０ ０ 

交通遺児激励金 １ １５,０００ 

 

（事業効果等） 

   交通遺児激励金については、１世帯と減少傾向にあるが、激励の意を表することができた。

災害見舞金の支給はありませんでした。 

 

２２．  児童遊び場整備事業（共同募金配分金事業） 

  地域で管理している児童遊園の遊具の修繕費用や保全に必要な原材料の給付を行ないました。 

 

 申請地区数 総事業費（円） 地元負担金（円） 交付金額（円） 

遊具の修繕 １地区 
５３,４６０ ５,３４６ ４８,１１４ 

往還 

原材料支給等 １９地区 

３０７,０６７ － ３０７,０６７ 

升形下二・泉ヶ丘・赤坂・野中・升形五・清水・中川原・ 

市野々・升形上二・横根山・角沢・昭和三・往還・本宮一・ 

本宮二・萩野・福田・二枚橋・松本 

  

（事業効果等） 

区長と連携し、子ども達が安全に遊べるよう地域の遊び場の保全に協力できた。 

 

 

２３．  高齢者健康対策振興事業（共同募金配分金事業） 

  第２７回会長杯ワナゲ大会 

  平成３０年７月４日（水） 新庄市体育館 

参加者総数 ２４９名 ： 参加チーム数 ４０チーム 

 

 団 体 の 部 個  人  の  部 
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男     子 女     子 

優 勝 めぶきクラブ 
山 科   浩 

(上茶屋町茶遊会Ａ) 

大 山 悦 子 
 （めぶきクラブ） 

準優勝 上茶屋町茶遊会Ａ 
石 山 宣 助 

(末広町寿会Ｂ)                                                                                                         
高 橋 勝 子 
（中道町建友会） 

第３位 末広町寿会Ｂ 
丹      勁 
（めぶきクラブ）                                                                                                              

佐 藤 賀志子 
（新松会Ａ） 

                                     （敬称略） 

 

（事業効果等） 

高齢者の健康増進、いきがい・仲間づくりに貢献し、地域の繋がりの輪を広げることが 

   できた。市健康課の健康講話、展示ブースによる健康推進、新庄警察署の特殊詐欺防止の 

   取組みと連携し、山形新聞などのメディアを通じてワナゲ大会と新庄市社会福祉協議会を 

   広く周知することができ、関係機関との連携が深まった。 

 

２４．  愛のひと声運動事業（共同募金配分金事業） 

一人暮らし高齢者などに乳酸飲料を配達し、ひと声かけることで安否確認を行ないました。 

配達日 毎週月・水・金曜日 

利用者 ３３名 延回数  ４,１１８回    （平成３１年３月３１日現在）  

 

（事業効果等） 

外出の機会や地域との交流が少ない一人暮らし高齢者の安否確認として、大いに機能した。 

ヤクルト配達員やケアマネジャー等と連携し、見守りを行なうことができた。 

 

２５．  高齢者世帯等除雪支援事業（共同募金配分金事業） 

・高齢者等の除雪に対する相談に応じ、適切なサービスに繋ぎました。 

・企業、学校等と連携を図りながら、高齢者世帯の自宅の除雪を実施しました。 

     対象世帯    １０世帯（実施回数 １１回）参加者延べ８２名 

     協力企業・学校 ㈱柿崎工務所、郵便局長会最上北部会、山形県立農林大学校 

             新庄中学校、東北電力㈱新庄営業所、八向中学校 

 （順不同・敬称略） 

             外 個人ボランティア１名   

（事業効果等） 

他から作業的・金銭的支援が受けられない高齢者世帯等の除雪に対する不安が解消されま 

した。今年度は例年と比べ、積雪量が少なく活動回数は減少したが、ＮＨＫの取材「ニッ 

ポンぶらり鉄道旅」で除雪ボランティア活動を取り上げていただく機会があり、メディア 

を通して活動を周知することができました。 

 

２６.   ボランティア活動推進事業（共同募金配分金事業） 

   ・ボランティアセンターとして、情報提供や活動場所との調整を行ないました。 

   ・ボランティア活動保険の加入業務を行ない、ボランティア団体の把握に努めました。 

   ・ボランティアに関する研修会を実施し、ボランティアの育成を行ないました。 

  

   ◇平成３０年８月５日の豪雨災害により開設された、「戸沢村災害ボランティアセンター」 
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運営に職員を派遣しました。 

    日  時：平成３０年８月１０日（金）～１２日（日） 職員２名派遣 

         平成３０年８月１４日（火）～１７日（金） 職員１名派遣 

         平成３０年８月２０日（月）～２４日（金） 職員１名派遣 

         平成３０年８月２７日（月）        職員１名派遣 

         平成３０年９月 ２日（日） 職員５名がボランティアとして参加 

 場  所：戸沢村健康センター （災害ボランティアセンター設置場所） 

  

 ※ 「広報とざわ」参照 

  ボランティアの記録 

  災害ボランティアセンター（8/11～28）４２団体８７５人が活動 

  社協ボランティアセンター（9/2～3） ５団体４８人が活動 

     

（１）傾聴ボランティア講座 

   開催日時：平成３１年３月１２日（火）１３時３０分～１５時３０分 

   場  所：わくわく新庄研修室 

   参加人数：２８名 

   講 義：「相手を笑顔にする傾聴技術」  

   講 師：ＰresentＴime 代表 塩野貴美 氏 

 ・話を聴いてほしい方の話し相手となり、心のケアや孤独感の軽減を支援する傾聴ボラン 

ティアの養成を目的に、傾聴技術の向上を図りました。今回は心のカードを使い、日頃か 

ら思っている気持ちを引き出す方法を学び、有意義な講座となりました。 

 

（２）最北地域ボランティアの輪連絡会議 

    ３０年度の当番社協として、研修会を開催しました。 

    開催日時：平成３０年１１月７日（水）１０時～１４時２０分 

    場  所：わくわく新庄 

    参加人数：最北地域のボランティア及び社協職員 計３５名 

         （東根市・村山市・大石田町・最上町・戸沢村・真室川町・尾花沢市・新庄市） 

    内    容 

    ① 「災害ボランティアの基礎について学ぼう」 

      講  師：山形県社会福祉協議会  地域福祉主査 鈴木利宜 氏 

    ② 「戸沢村豪雨被害における活動報告」 

      講 師：戸沢村社会福祉協議会  事務局長   八鍬真生 氏 

    ③ 情報交換「災害時の対応について考えよう！」 

      進  行：山形県社会福祉協議会  地域福祉主査 鈴木利宜 氏 

    ④ 「いきいき体操」 

      講 師：特別養護老人ホームかつろくの里   

作業療法士  奥山清彦 氏 

    ・最北地域のボランティア“同志”の交流を図り、災害ボランティアの基礎について、 

災害ボランティアセンターの機能・役割について学びました。 

 

 （３）ボランティア団体、個人、ボランティアとの協働 

 ・理美容ボランティア「チョキボラ」の利用支援・ボランティアとの連携 
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               平成３１年３月３１日現在 利用者数２７名 

 ・傾聴ボランティア：新庄薬師園・エーデルワイス・ケアホームカナンのご協力により、 

話をする機会の少ない方を対象に傾聴を実施しました。 

              実施場所(回数)：新庄薬師園(7回)、エーデルワイス(8回)、ケアホ

ームカナン(8回)、個人宅(4回) 

              ボランティア１７名 

    ・大工ボランティア：新庄建築大工組合のご協力により、低所得高齢者３世帯の老朽化し 

た家屋の軽微な修繕を実施しました。 

 

２７.   元気・ハツラツ予防体操事業（共同募金 地域福祉・在宅福祉事業配分） 

    前年度に引き続き老人福祉センターと社会福祉協議会の２階を実施場所として事業を行ない 

  ました。高齢者の方々の生きがいを見つけ、いつまでも自分らしく健康で生活ができるように、 

運動機能の向上を目的として行なう予防体操です。 

  開 催 日 時 ・ 場 所：①毎月第１金曜日 １３時～１４時 社会福祉協議会２階 

         ②毎月第３金曜日 １３時～１４時 老人福祉センター第１会議室 

   参 加 人 数：５１１名 

  実 施 回 数：２１回 

  講    師：公益社団法人山形県柔道整復師会  

           植木 俊和 氏 （植木整骨院） 

           早坂 耐希 氏 （早坂整骨院） 

           加藤  修 氏 （かとう整骨院） 

（事業効果等） 

  継続的に参加することにより、顔見知りが増え、健康増進のほか生きがいづくりにも繋 

げることができた。 

 

２８.   シニアタブレット教室（共同募金 地域福祉・在宅福祉事業配分） 

   シニア世代が趣味活動やコミュニケーションツールの活用を通して生きがいを創出し、生活 

に役立つ情報を得られるようになることを目的にシニアタブレット教室を開催しました。 

 

    日  時：平成３０年９月５、１２、１９、２６日(全４回) 

         ９時３０分～１１時３０分 

 受講延数：３８名 

 

【老人福祉センター運営事業】 

１．老人福祉センター施設管理事業 

   高齢者のふれあい、生きがいづくりの場として、より多くの方々にご利用いただけるよう 

  運営に努めました。 

 

    第１１回老人福祉センターまつり（ふれあいセンター） 

    実 施 日：平成３０年１０月１９日（金）・２０日（土）の２日間  

    入場者数：３００名 

   

 ◇避難警報や避難口等の確認 

避難警報ベルや避難口等の点検を実施し、利用者の安全確保に努めました。 
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 （１）老人福祉センター利用状況 

 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 

開 館 日 数 ２９９  日 ３０１  日 ９９.３３ 

利

用

者 

延 べ 人 数 １３,２６８  人 １３,２５０  人 １００.１４ 

団  体  数 １,４１９ 団体  １,３９９ 団体  １０１.４３ 

１日の平均利用者数 ４４．４  人 ４４．０  人 １００.９１ 

 

 

（２）  文化教室別利用状況（社協主催事業 共同募金配分事業） 

文化教室種類 平成３０年度（人） 前 年 度（人） 対前年比（％） 

生 け 花 教 室 １７３ １２９ １３４.１１ 

絵 手 紙 教 室    ９２    ９４ ９７.８７ 

合    計   ２６５   ２２３ １１８.８３ 

生け花教室は定員数を超えて実施しています。 

 

 （３）季節の教室 

    昨年度に引き続き、四季折々の季節感を取り入れた講座を行ないました。 

   ①笹まきづくり講座  

    現在も作り継がれている笹まき（新庄巻）づくりを行ない、参加者の方々に大変喜ばれま 

   した。 

実 施 日：平成３０年６月２６日（火）１３時～１５時３０分 

参 加 者：１６名 

   

 ②陶芸講座 

    新庄東山焼の作品を、夏休み中のお孫さんと一緒に作る教室を実施しました。 

    実 施 日 : 平成３０年７月２７日（金）１０時～１２時 

    参 加 者 : ２０名(大人 15名、子供 5名) 

 

   ③しめ飾り講座 

    手づくりのしめ飾りで新年を迎えられると喜ばれました。 

実 施 日：平成３０年１２月１９日（水）１０時３０分～１１時３０分 

参 加 者：１４名 

 

（４）カラオケルーム利用状況 

    定期的に利用者の皆様に最新の曲が提供できる環境で、利用者の皆様に喜んでいただい 

ております。 

 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 
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利用件数 ３４８  件 ３５１  件 ９９.１５ 

利用人数     ２,２６５  人     ２,３８０  人 ９５.１７ 

 

２．老人福祉センター施設整備事業 

   １階女子トイレ洋風便器改修修繕 ４９６,８００円  （日本衛生工事㈱新庄営業所）  

 

（事業効果等） 

老人福祉センターの安全性及び利便性を考慮し、修繕を行なった。 

   洋風便器になり、臭いや汚れが無くなり、清潔に使用することができました。 

 

【共同募金事業】 

  山形県共同募金会新庄市共同募金委員会と連携し、区長をはじめ多くの市民・団体等のご協力

を得て募金活動を推進しました。 

 

１．赤い羽根共同募金 

  〈募金内訳〉 

 平成 30 年度 （円） 前 年 度 （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） ３,９３２,４００ ４,０１３,５００ ９７.９８ 

企業募金 
（会社・商店５４５、個人４） 

１,８８８,８９６ １,８９１,５２７ ９９.８６ 

街頭募金  （１２団体） １５８,９６８ １６３,４４８ ９７.２６ 

学校募金（市内１３校） １４３,６２７ １２８,６４２ １１１.６５ 

職場募金（１５事業所） ６３,０９１ １１２,１４２ ５６.２６ 

篤志募金（市民有志等） １３０,３３０ １５９,５２３ ８１.７０ 

合        計 ６,３１７,３１２ ６,４６８,７８２ ９７.６６ 

※企業募金にご協力いただきました会社・商店については、平成３１年３月発行の｢社協だより｣ 

第３８号に掲載しております。 

〈配分内容〉 

配 分 先 
すぎのこハウス、ライムハウス、はぐくみキッズ放課後クラブ、新庄市社会

福祉協議会 

配分事業 

老人福祉センター文化教室、愛のひと声運動事業、高齢者世帯除雪支援事業、助成金事業、児

童遊び場整備事業、社会福祉協議会会長表彰、白寿・米寿祝い品贈呈、心配ごと相談事業、援

護事業、ボランティア活動推進事業、ワナゲ大会の開催、広報紙の発行、ホームページの運営、

元気ハツラツ予防体操、シニアタブレット教室事業等 

  

（事業効果等）募金の配分金を福祉施設の整備や地域福祉事業に活用し、地域への還元を図った。 

  〈参考〉 

街頭募金協力団体 

日新学区婦人会、沼田学区婦人会、新庄市身体障害者福祉協会、新庄市更生保護女性

会、山形県社会福祉士会最上支部、新庄市交通安全母の会、新庄中学校、明倫中学校、 

なかよし放課後児童クラブ、やよい歌謡愛好会、サロンウォーキング、すぎのこハウ

ス 

街頭募金活動場所

活動場所提供協力 

ヨークベニマル新庄店、ヨークベニマル新庄市下田店、ヤマザワ新庄店、ヤマザワ新

庄宮内店、マックスバリュ新庄店、ビッグフレック新庄店、郷野目ストア中央店、郷

野目ストア桧町店、ゆめりあ 
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学校募金協力校 

新庄小学校、沼田小学校、日新小学校、北辰小学校、升形小学校、本合海小学校、萩

野学園、新庄中学校、明倫中学校、新庄北高等学校、新庄南高等学校、新庄神室産業

高等学校、新庄東高等学校 

職場募金 

（募金協力） 

新庄市役所、最上広域市町村圏事務組合、最上地区広域連合、新庄市体育協会、シル

バー人材センター 

職場募金 

（募金箱設置協力） 

新庄市役所市民相談室、もがみ物産館、よつば調剤薬局、産直まゆの郷、マックスバ

リュ新庄店、セブンイレブン新庄新町店、新庄市身体障害者福祉協会、ひと休み・い

っぷく、新庄市老人福祉センター、新庄市社会福祉協議会 

篤志募金 
石山宣助、門脇茂、小関俊也、鈴木幹男、菅原富喜、荒川力、サロンウォーキング、

ワナゲ大会会場、外匿名 5 名 
 
（順不同・敬称略） 

 

２．歳末たすけあい募金 

 （１）募金活動 

  〈募金内訳〉 

 平成 30 年度（円） 前 年 度  （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） １,９６４,１００ ２,０１１,１００ ９７.６６ 

篤志募金（市民有志等） １５,４４６ １３,２９５ １１６.１８  

合   計 １,９７９,５４６ ２,０２４,３９５ ９７.７８ 

   篤志募金協力 ： 大手幼稚園 （敬称略） 

 

(２）歳末たすけあい運動 

    共同募金運動の一環として、市民の皆様からお預かりした歳末たすけあい募金について、 

   新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人達が安心して暮らせるよう配分委員会を開 

催し、効果的に配分しました。 

〈配分内訳〉 

世 帯 区 分 対象世帯数（世帯） 配分金額（円） 

準 生 活 保 護 世 帯   ５ ７５,０００   

寝たきり高齢者介護世帯   １ １５,０００   

母 子 ・ 父 子 世 帯  １９ ２８５,０００   

一人暮らし高齢者世帯  ４７ ７０５,０００   

高 齢 者 夫 婦 世 帯   ２ ３０,０００   

障 が い 者 世 帯   ４ ６０,０００   

  入 院 ・ 療 養 者 世 帯   １ １５,０００   

そ の 他 困 窮 世 帯   ３ ４５,０００   

合 計 ８２ １,２３０,０００   

  ・配分額 現金１５,０００円×８２世帯＝１,２３０,０００円  

           白米：６００Ｋｇ （６０袋） 

 ・地域福祉活動費として６９０,５４６円  新庄市共同募金委員会事務費として５９,０００円 

  

（事業効果等） 

配分金は民生委員児童委員の協力を得て､効率的に調査・配分することができた。白米は、 
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谷地小屋の故太田進氏のご遺族である太田義次氏より寄贈していただいた。 

 

【介護等支援事業】 

１．介護支援事業（もみの木介護支援事業所）  介護支援専門員 ５名 

   利用者や家族の相談に応じ、医療機関や他事業所との連携を図りながら、効果的なケアプ 

ランの作成と利用者の利便性向上に努めました。 

 

 平成３０年度 前 年 度 
対前年比

（％） 

要介護 

要介護 1～2 

※14,530円 

要介護 3～5 

※17,680円  

件数 １,６７４件 １,６３４件 １０２.４５ 

収入 ２６,０８３,６１０円 ２５,５８２,３８０円 １０１.９６ 

要支援・事業対象 

3,870円 
件数 ２７０件 ３３８件 ７９.８８ 

収入 １,２７１,２５０円 １,４５１,５２０円 ８７.５８ 

要 介 護 

認定調査 

件数 １３５件 １３７件 ９８.５４ 

収入 ４３０,９２０円 ４４０,６４０円 ９７.７９ 

合  計 
件数 ２,０７９件 ２,１０９件 ９８.５８ 

収入 ２７,７８５,７８０円 ２７,４７４,５４０円 １０１.１３ 

※ 特定事業所加算 月 4,000円込み 

（課題等） 

平成３０年度は居宅介護支援事業所の本来の役割である要介護者の支援と件数獲得に向けて 

  積極的に努めました。結果、要支援者や事業対象者の支援件数は減少しましたが、1件当たりの 

サービス利用料金が高い要介護者の支援件数が前年と比較し４０件増えたことで、全体として 

収入額が増加しました。新年度も特定事業所として機能充実を図り、要介護者の利用者の確保 

に努めていきます。引き続き、様々な生活課題を抱える困難ケースの積極的な対応を行ない、安 

心して在宅介護ができるように支援していきます。                                                                                           

 

 

２．訪問介護事業（もみの木訪問介護事業所）    介 護 福 祉 士       ８名   

                               ホームヘルパー２級    １４名  

（平成３１年３月３１日現在） 

利用者の状況を把握し、利用者の必要な支援は何なのかを見極め、関係機関との連携をと 

りながら支援に努めました。 
 

 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 

訪問介護 

事  業 

件数 ７７５件 ９３９件 ８２.５３ 

収入 ４０,２２７,１０２円 ４６,０２８,６１８円 ８７.４０ 

障害者自立

支援事業 

件数 ９２件 １１６件 ７９.３１ 

収入 ８,３０２,４５０円 ７,５５９,３３０円 １０９.８３ 

ひまわり介護

サービス事業 
件数 ７１件 ８０件 ８８.７５ 
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福祉有償運送

含む 
収入 ３０１,２５０円 ４８３,７１５円 ６２.２８ 

合  計 
件数 ９３８件 １,１３５件 ８２.６４ 

収入 ４８,８３０,８０２円 ５４,０７１,６６３円 ９０.０３ 

 （課題等） 

・平成３０年度は、障がい訪問介護の収入が増額となりましたが、利用者の体調不良や家族の 

都合による入所、入院等の理由で全体として件数が減少となりました。 

・研修や月例会を充実させて介護員の資質向上に努めます。 

・全国的に介護職は離職率が高く人材確保が難しい状況ですが、当会においても人材確保が課 

題となっております。人材を確保するため、ハローワーク・山形県福祉人材センター・社協 

広報紙を通じて、介護職員の募集を継続します。 

 

【地域包括支援センター運営事業】 

１．地域包括支援センター事業   主任介護支援専門員  ２名 ・ 保 健 師  ２名 

社 会 福 祉 士  ２名 ・ 認知症地域支援推進員 １名 

生活支援コーディネーター １名 ・ 介護支援専門員    １名 

事務補助員  １名   

 

 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 

相 談 事 業 
総 合 相 談 ８,３３９件 ７,５７４件 １１０.１０ 

内 介 護 相 談 ２,８６４件 ３,７００件 ７７.４１ 

  

 ①認知症サポーター養成講座 

   認知症について正しく理解し、認知症の人や家族に対して温かい目で見守る認知症サポー 

ターを養成しました。 

  場    所：新庄市社会福祉協議会(３回)、新庄市図書館(１回)、 

新庄コアカレッジ(２回)、きらやか銀行(１回) 

  開 催 回 数：７回（新庄市社会福祉協議会４回、やすらぎトウメキ１回） 

  サポーター養成人数：９１名 

 

  ②オレンジカフェ（認知症カフェ） 

   気軽な雰囲気で認知症について学んだり、認知症を話題に交流できる場所であるオレンジ 

  カフェを開催しました。 

    場 所：ひと休み いっぷく 

    開 催 回 数：１２回 

    参 加 人 数：２６６名 

 

 ③いきいき百歳体操・かみかみ百歳体操 

   高齢者の社会参加と健康寿命延伸を目的として、筋力運動と口腔体操が実施できる週１回 

以上の通いの場の立ち上げを支援しました。(30年度は№5～9までの５箇所新規) 

    

№ 開 催 場 所 開 催 日（曜日） 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

１ 老人福祉センター 毎週 月・木    １００   １,５９０ 
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２ 新庄市体育館 毎週 月・木    ９１    ８７９ 

３ 千門町公民館 毎週 火    ４６    ５２０ 

４ 上茶屋町公民館 毎週 水    ５２    ６４５ 

５ 鳥越公民館 毎週 火 ２７ ２８０ 

６ グループホーム大手町 毎週 水 ３６ (施設利用者含む) ３０２ 

７ 鉄砲町公民館 毎週 木 ２１ ２６３ 

８ 小泉公民館 毎週 火 ３８ ３４２ 

９ 栄町公民館 毎週 金 ２１ ２５７ 

計 ４３２ ５,０７８ 

 

  

 ④「地域活動きっかけ講座」修了者向けフォローアップ研修会 

   前年開催した「地域きっかけ講座」受講修了者を対象とした情報交換会を開催し、講座の 

効果検証と修了者のフォローアップを行なった。 

 事前のアンケート調査(１６名中１４名より回答)の結果、地域ふれあいサロン立ち上げやボ 

ランティア活動等のあらたな地域活動が過半数で確認できた。 

 日  時：平成３０年６月１９日（火） 

 会  場：新庄市社協３階会議室 

 参加人数：６名 

 

⑤自立支援型新庄市地域ケア会議の開催 

 多くの専門職が協働し、個別ケースの課題や支援内容を検討し、高齢者の課題解決を支援し 

ました。また、外部助言者からの専門的な助言を受け、ケアマネジャーの自立支援につながる 

ケアマネジメントの実践力向上を図りました。 

 開 催 日 程：毎月第３水曜日 

 検討ケース：２９ケース 

 参加メンバー：新庄市、地域包括支援センター、社会福祉協議会事務局、居宅介護支援事業所、 

        サービス提供事業所、外部助言者 

 

（事業効果等） 

  地域包括支援センターの三職種（社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員）が各専門性を 

活かし、適切な相談対応ができた。自立支援型地域ケア会議を毎月開催し、ケアマネジャーの 

自立支援の理念の再確認とケアマネジメント力の向上が図られた。 

また、介護支援専門員資質向上連絡会を毎月開催し、研修会や情報共有等を通して、ケアマ 

ネジャーの資質向上、顔の見える関係づくりが図られた。認知症地域支援推進事業では、認知 

症の方やその家族への支援を実施し、医療機関との連携が図られました。オレンジカフェの参 

加者も増加した。生活支援コーディネーター事業では、地域資源開発や多様な受け皿確保のた 

めの基盤整備を推進しており、いきいき百歳体操の開催地域が増加した。 

 

２．介護予防支援事業（もみの木介護予防支援事業所）   

介護予防ケアマネジメント 平成３０年度 前 年 度 対前年比（％） 

総  件  数 ４,５１７件 ４,５１５件 １００.０４ 

  内センター作成分 １,７０１件 １,６１８件 １０５.１３ 
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委 託 件 数 ２,８１６件 ２,８９７件 ９７.２ 

収 入 金 額 １９,８９５,８００円 ２０,０７２,６００円 ９９.１２ 

委託費支出金額 １１,１６９,８１０円 １１,６０４,６７０円 ９６.２５ 

  

（事業効果等） 

   新庄市における高齢化率の上昇に伴い、介護保険サービスの利用者が増加する傾向にあり 

ますが、要介護状態にならないよう、状態が悪化しないよう適切な介護予防のマネジメント 

を実施することができた。また、介護予防プランの委託については、利用者の自立支援に資 

するケアプランが適正に作成されるよう各事業所へプラン作成の指導を行なうことができた。 


